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「差別と人権」研究集会の開催要綱を確認 

来月２日開催の第１４回「差別と人権」研究集会に

向けた第１回実行委員会が６月３０日、田原本青垣生

涯学習センターであった。協賛する行政関係者、各

種団体、ＮＰＯなら人権情報センターの各支局代表ら

が出席。開催要項などについて協議し、確認した。 

古川友則・理事長が「今回の研究集会のテーマは

『ともに生きあう地域づくり』だ。地域に確かな根を張り

ながら活動している諸団体から問題提起を受け、活発

な論議を交わしたい」とあいさつした。 

 

記念講演は奥田知志・抱撲（ほうぼく）理事長 

記念講演は奥田知志・ＮＰＯ抱撲（ほうぼく）理事長

（写真）が「『助けて』と言える国へ 困窮者支援の現場

から」の演題で語る。奥田さんは北

九州市で３０年以上にわたってホ

ームレス支援に取り組む。これまで

３７００人以上のホームレスの人々

の自立を支援してきた。 

ホームレス問題には「経済的困窮（ハウスレス）」と

「社会的孤立（ホームレス）」の二つの側面がある。だ

が、全国的にハウスレスの支援しかなされていない。

奥田さんは両側面から取り組むことが貧困との闘いで

あると同時に「平和を創り出す」ことにもつながる、と。 

 

地域で活動する４人がパネルディスカッション 

パネルディスカッションは、県内で「地域づくり」の活

動する辻本恵則さん（東吉野村まちづくりＮＰＯ代表）

と蛯原能里子さん（あいの家小規模多機能居宅介護

事業所ケアマネージャー）、廣瀬朋さん（ＮＰＯ法人ア

クティブセンターうだ理事長）、明見美代子さん（一般

社団法人なら人材

育成協会理事長）

の４人がそれぞれ

活動の報告と問題

提起を行う。 

辻本さんは２００５年にＮＰＯを設立。村は人口１５０

０人で高齢化率５８．５％。異世代が交流できる居場

所づくりに努め、そこで育まれる互いの価値観を認め

合う、を理念に活動。古民家を「あいの家居宅介護事

業所」として開所。蛯原さんが管理者として活動する。 

廣瀬さんは２００７年にＮＰＯを設立。小学校跡を拠

点に障害福祉の枠組みでの支援ではなく、同じ地域

に生きる者同士として障害の有無にかかわらず、「誰

もが自分らしさを描ける社会」を柱に活動する。 

明見さんは高取町で「まちゃポ」（町家のポニー）を

運営。みんなの居場所「べいすたかとり」と、子どもの

居場所「べいすくーる」で、おやつやランチづくりのほ

か、乗馬体験なども行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年８月１日 

第１５２号 

NPO なら人権情報センター 

「ともに生きあう地域づくり」を 

第１４回奈良県「差別と人権」研究集会 

◆９月２日（土）午前９時半～午後４時半 

◆田原本町・田原本青垣生涯学習センター 

(磯城郡田原本町阪手233-1) 

◆テーマ 「ともに生きあう地域づくり」 

◆記念講演 奥田知志・ＮＰＯ抱撲理事長「『助

けて』と言える国へ 困窮者支援の現場から」 

◆パネルディスカッション ①辻本恵則さん②蛯

原能里子さん③廣瀬朋さん④明見美代子さん

のパネラー４人が報告と問題提起 

◆参加費 ３５００円（弁当代含む） 
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小野寺一規さんが三宅町人権学習講座で講演 

三宅町の２０２３年度地域人権学習講座始まった。

初回が７月１３日、ま

ちづくり交流センター

であった。住民をはじ

め、町職員ら４２人が

参加した＝写真。 

 教育委員会事務局の出口正・課長が「本講座が人

権を考える機会になれば幸い」とあいさつした。 

小野寺一規・部落解放同盟埼玉県連合会書記長

（写真）が「狭山事件から部落問題を考える～無実を

訴え６０年！ 袴田事件再審に続け」と題し講演した。 

 

石川一雄さんを別件逮捕し自白に追い込む 

狭山事件は６０年前の１９６３年５月１日、高校１年生

の女子生徒が行方不明となり、自宅に身代金を求め

る脅迫状が届く。受け渡し場所に現れた犯人を警察

が取り逃がし、女子生徒は遺体で発見される。世論の

非難が起き、警察庁長官が引責辞任する。 

同月２３日、被差別部落出身の石川一雄さんが別

件で逮捕。１か月にわたり否認す

るも、殺害で再逮捕され、「自白」

に至る。警察の差別的見込み捜

査に加え、マスコミの差別報道、

住民の差別意識が根強くあった。 

 

狭山事件も袴田事件と同じ冤罪の構図 

石川さんは何よりも家が貧しく、教育をまともに受け

られなかった。そのため、読み書きもできなかった。１

審は死刑判決。控訴審で「『刑事に１０年で必ず出し

てやる』と言われて自供した」と主張。だが、１９７４年

に無期懲役判決。上告も棄却され、刑が確定する。 

２度の再審請求も棄却。２００６年に３度目の再審請

求。１７年が経つ。現在、新証拠を鑑定した１１人の証

人尋問と、万年筆インクの鑑定実施を東京高裁に求

めている。狭山事件も冤罪の構図が袴田事件と同じ

だ。1日でも早く再審を実現したい、と語った。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

県民歴史講座で研修員２人が研究発表 

奈良県立同和問題関係史料センターの「県民歴史

講座」が７月２５日にあった。この日は、今年度の開講

式もあり、深澤吉隆所長が趣旨説明とあいさつ。その

あと、２人の研修員（写真）がそれぞれ講義した。 

第１講は、竹中緑・研修員が「近世大和国田原郷に

往来した被差別民衆と

無足人山本氏」と題し

て研究発表した。 

奈良県東部山中の

地域・田原郷の郷士山本平衛門忠辰の日記には、延

宝４（１６７６）～享保５（１７２０）年に登場する舞や狂言

に係った「声聞師（しょうもじ）」、芸能や、治安、法隆

寺の雑務に係った「乞食番/非人番」、葬送に係った

「隠亡（おんぼう）」などの被差別民衆の活動が記述さ

れており、地域の眼差しを垣間見ることができる、と。 

 

琉球政府を支える枢要な立場にいた渡来人 

第２講は、今西就子・研修員が「閩人三十六姓（び

んじんさんじゅうろくせい）と久米村（くにんだ）の研究

ノート」と題して研究発表した。 

今西さんは琉球語で自己紹介をしたあと、琉球に

いた渡来人の「閩人三十六姓（久米三十六姓）」や久

米村について報告。彼らは、ルーツが異なるマイノリ

ティーという立場にあったが、琉球政府を支える枢要

な立場にあり、琉球文化の構築に大きな影響を与え

た、と。また、琉球の歴史の概要についても説明した。 

終了後、展示史料を見学。史料の説明を受けた。 

同センターでは、１９９３年の開所以来、調査・研究

の成果を広く県民に周知する取り組みの１つとして県

民歴史講座を毎年、実施。人気の現地研修としての

フィールドワークは毎回、５０人ほどが参加する。 

田原郷に往来した被差別民衆 

狭山事件から部落問題学ぶ 
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尾上浩二・ＤＰＩ副議長が講演「国連総括所見」 

「やまゆり園事件を考える２０２３－国連総括所見の

意味するもの－」

と題した集会が７

月２３日、奈良市

中部公民館であ

りました＝写真。 

７年前の７月２６日、１９人の障害をもつなかまの命

が奪われた「津久井やまゆり園事件」は、私たちの心

を痛めました。事件を忘れてはいけない。みんなで声

をあげていこう、と始めた集会も７回目となりました。 

日本が２０１４年に「障害者権利条約」を批准してか

ら初めての国連審査が昨年８月にあり、同９月に障害

者権利委員会が日本政府に改善勧告をしました。今

回の集会には、ジュネーブでの審査に直接参加され

たＤＰＩ副議長の尾上浩二さんが招かれ、総括所見の

内容と、その意義について話をされました＝写真。 

 

脱施設・インクルーシブ教育が緊急の措置課題 

総括所見は１８ページ。他国の平均は１０ページ程

度。所見は緊急措置を取るべき課

題として脱施設・インクルーシブル

教育を挙げる。ニュージーランドで

脱施設を進めてきたロバートマー

ティンさんは次のように指摘した。 

やまゆり園事件を踏まえ、施設

で暮らすことについて考え直したことはあるか。脱施

設化、地域移行を推進するのか。障害者政策に関わ

る委員に知的障害者がいないのは何故なのか、と。 

韓国では、定期的に移行調査をする。支援金も１５

０万円出る。日本も、そうした支援が必要だ。分離した

特別支援教育を止め、インクルーシブ教育の権利を

認め、４・２７通知を撤廃するべき。普通学校で合理的

配慮がなされれば、特別支援学校に行く必要性はな

い、と話されました。（ひまわりの家支援員・吉田裕子） 

部落問題交流会で住田一郎さんの論考を合評 

部落問題全国交流会の事務局会議が７月２日、京

都市内であった。前回に続き、「八鹿事件５０周年を

迎えるにあたって」をテーマに住田一郎さんが関西大

学人権問題研究室紀要に投稿する論考を合評した。 

 石元清英さんが司会。住田さんが前回の議論を受

け、「何を問題にしているのか」を語った。 

解放同盟の「二つのテーゼ」（１９５７年）と「三つの

命題」（７１年）が「同対審答申」（６５年）、

「特措法」（６９年）以降、２００２年まで

の３３年間、部落解放運動における理

論的根拠としてあった。それが、「矢田

教育事件」（６９年）、「『橋のない川』上

映阻止闘争」（７０年）、「八鹿高校事件」（７４年）など

の一連の糾弾闘争の路線として定着していった。 

八鹿から５０年が経過し、「糾弾の論理は正当か」

「なぜ暴力的糾弾が起きたのか」。どうして総括が語ら

れないのか、を切り口に「検証と議論」を求める、と。 

 

解放同盟の組織と運動がくぐってきた過程も 

 このあと、多岐にわたって議論が続いた。「教員への

暴力」「警察の放置」「行政の対応」などに加え、当時

の解放同盟と共産党との対立をめぐる政治状況も踏

まえるべき。八鹿事件の糾弾闘争は「糾弾」と言える

のか。また、「美作騒擾」を取り上げ、「権力の暴力」と

「民衆の（世間に内在する）暴力」や、部落差別のあり

様をめぐって、「社会の何らかの関係が地縁血縁をき

っかけに部落差別を引き起こす」との意見が出た。 

部落解放同盟の組織と運動がどういった過程をくぐ

ってきたのかについて、重ねて検証と議論が必要。８

２年の「北九州問題」をめぐる「組織的解決」は、事件

の隠蔽と、反対派の組織的排除としてあった。８７年の

藤田敬一さんの「同和はこわい考」をめぐって、解放

同盟中央本部は「差別思想」と決めつけた。以降、

「時計の針」が止まってしまったとの思いがする。 

やまゆり園事件を考える２０２３ 八鹿５０年で検証と議論を 
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琉球遺骨返還請求訴訟の控訴審第４回弁論 

琉球遺骨返還請求訴訟の控訴審第４回口頭弁論

が７月５日、大阪高裁（大島眞一裁判長）であった。 

この日は、原告の金城実さんが意見陳述。琉球人

の死生観をウチナー節

で語り、琉球の人類学、

民俗学の思想について

開陳。だが、京大にとっ

ては、遺骨は単なる教材に過ぎないものだとして、そ

の植民地主義的エセ「人類学」を強く指弾した。 

最後に、今、ロシア・ウクライナ問題を奇貨として日

本政府が「台湾有事」を煽り、米軍「辺野古新基地建

設」の強行や日本軍「ミサイル基地」を設営しているこ

とについて、沖縄戦を経験・記憶している琉球人の心

情、「再び沖縄が戦場にされるのか」という深刻な想い

を受け止めていただきたい、と述べ、締め括った。 

 

遺骨確認に京大には行かず、次回で結審に 

このあと、裁判長が「次回裁判で終結」と。傍聴席か

ら崎浜盛喜さんが「なんで京大に行かないのか」と問う

と、裁判長は「行かない。京大が写真を出してきたの

で」と答えた。次回は８月２３日午後２時半から。 

 終了後、弁護士会館で報告集会。原告の松島泰勝

さん、玉城毅さん、亀谷正子さん、金城実さんと、弁護

団の丹羽雅雄、普門大輔、李承現、定岡由紀子の各

弁護士がそれぞれ感想や意見を述べた。 

丹羽弁護士は、４回の進行協議があった。裁判長

が京大博物館に行き、遺骨の保管状況を確認したい

としたが、京大は拒否し遺骨の写真を出してきた、と。 

松島龍谷大学教授は「写真を見ると、頭蓋骨が逆さ

ま。沖縄では頭頂部を上にして納める。酷い扱い。侮

辱だ」「台湾大学の琉球遺骨の頭蓋骨には『台』『琉』

と書いてあった。それを隠すため、逆さまにしている可

能性がある。やはり博物館に行き確認すべき」と。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

三宅町で１２回目の「カンボジアの風」展 

今年で１２回目となる「カンボジアの風」展が７月１２

日から８月８日まで、あざさ苑に

ある「みそら屋」で開催中だ。 

古川沙樹さんが代表を務め

る「サンタピアップ」（カンボジア

語で平和という意味）の商品、ク

サエダイ（ブレスレット）をはじめ、

素敵なアクセサリー・クロマ―（スカーフ）など、たくさん

のカンボジアの雑貨を展示。購入することができる。 

喫茶「みそら屋」では、豊富なメニューも楽しめる。

足を運び、覗いて見ては如何か。みそら屋の住所は

三宅町伴堂８４８-１。電話は０７４５-４２-２９１９。 

編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

東京高裁が３月、袴田事件の再審開始を決定

した。人々はやっと無罪が確定すると安堵した。と

ころが、だ。検察側が特別抗告。何が何でも死刑

求刑に向け、有罪立証するという。「捏造」を指摘

された検察。無辜（こ）の民の命より自らの面子を

優先した。戦後、４件もの死刑再審が無罪になっ

た。冤罪は狭山事件など数多い。最近では大川

原化工機事件が有名だ。五輪汚職など巨悪には

手を出さず、弱き人には寄って集って犯罪者にで

っち上げる。こうして威厳付けを図る。捜査関係者

は栄転していく。たとえ無罪になっても責任を取ら

なくて良い。この悪構造に大なたを振るうときだ。 

ニュースレター「人権なら」 

発行：ＮＰＯ法人なら人権情報センター 
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カンボジアの雑貨を展示販売 

金城実さんが意見陳述 


